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家
事
調
停
資
料
の
研
究
且
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
良
　
雄

　
一
　
序
説

　
二
　
婚
姻
関
係
事
件
―
そ
の
一
Ｉ
（
以
上
二
九
号
）

　
三
　
婚
姻
関
係
事
件
－
そ
の
二
Ｉ
（
三
〇
号
）

　
四
　
婚
姻
関
係
事
件
Ｉ
そ
の
三
－
（
本
号
）

　
　
　
　
　
　
四
　
婚
姻
関
係
事
件
－
そ
の
三
－

　
次
に
不
成
立
に
終
っ
た
事
例
を
、
五
件
と
り
あ
げ
る
。

　
〔
三
七
Ｉ
四
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
一
四
年
二
月
二
〇
日
生
）
が
、
三
七
年
一
月
一
六
日
、
夫
Ｙ
（
明
治
三
五
年
七
月
一
五
日
生
）
を
相
手
方
と

し
て
、
調
停
を
申
立
て
た
。
五
月
一
七
日
の
第
一
回
調
停
期
日
に
、
調
停
不
成
立
と
な
っ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人

と
相
手
方
と
離
婚
す
る
。
二
、
本
件
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
○
○
及
○
○
○
の
二
人
に
対
す
る
親
権
を
申
立
人
と
定
め
る
。
以

　
　
　
家
事
調
停
資
料
の
研
究
（
三
）

資
　
　
　
　
料
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上
の
条
項
に
よ
る
御
調
停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
件
は
、
一
月
一
六
日
に
申
立
が
受
理
さ
れ
て
以
来
、
度
々

調
停
期
日
が
予
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
相
手
方
が
出
頭
し
な
い
た
め
に
、
第
一
回
期
日
が
五
月
一
九
日
ま
で
遷
延
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
家
事
審
判
官
は
、
三
月
一
九
日
、
相
手
方
に
対
す
る
出
頭
方
勧
告
及
び
現
在
の
健
康
状
態
と
そ
の
他
参
考
事
項
を
内
容
と
す

る
調
査
命
令
を
発
し
、
こ
れ
に
対
し
、
三
月
三
〇
日
、
家
裁
調
査
官
か
ら
調
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
四

月
一
八
日
、
申
立
人
妻
に
関
し
て
も
、
調
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
－
一
六
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
一
二
年
九
月
一
四
日
生
）
が
、
三
七
年
三
月
一
〇
日
、
夫
Ｙ
（
明
治
四
四
年
一
一
月
生
）
を
相
手
方
と
し

て
調
停
を
申
立
て
た
。
二
回
の
調
停
を
経
て
、
第
三
回
期
日
（
五
月
一
一
日
）
に
、
不
成
立
と
な
っ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、

申
立
人
と
相
手
方
を
離
婚
す
る
こ
と
に
つ
い
て
御
調
停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
〔
三
七
－
四
九
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
一
一
年
三
月
一
五
日
生
）
が
、
三
七
年
七
月
二
三
日
、
夫
Ｙ
（
大
正
一
〇
年
三
月
一
六
日
生
）
を
相
手
方

と
し
て
、
調
停
を
申
立
て
た
。
一
回
の
調
停
を
経
て
、
第
二
回
期
日
、
一
〇
月
一
一
日
に
、
調
停
不
成
立
と
な
っ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣

旨
は
、
「
一
、
申
立
人
と
相
手
方
と
を
離
婚
す
る
こ
と
。
二
、
こ
の
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
に
対
す
る
親
権
に
つ
い
て
長
女
○
○

○
（
一
三
才
）
の
親
権
者
を
申
立
人
と
、
他
の
○
（
一
六
才
）
○
○
（
一
二
才
）
○
（
一
〇
才
）
三
人
の
親
権
者
を
相
手
方
と
定
め
る
こ

と
。
三
、
相
手
方
は
申
立
人
に
対
し
財
産
二
分
の
一
の
給
与
又
は
同
額
程
度
の
慰
籍
料
を
支
払
う
こ
と
。
以
上
の
条
項
に
よ
る
御
調

停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〔
三
七
―
五
四
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
三
年
三
月
五
日
生
）
は
、
夫
Ｙ
（
申
立
当
時
五
七
才
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
八
月
九
日
、
調
停

を
申
立
て
た
。
二
回
の
調
停
を
経
て
、
第
三
回
期
日
（
一
〇
月
八
日
）
に
、
調
停
不
成
立
と
な
っ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申

立
人
と
相
手
方
と
は
離
婚
す
る
事
。
二
、
夫
婦
間
の
未
成
年
の
子
○
一
七
才
及
び
○
一
五
才
の
親
権
は
申
立
人
と
す
る
。
三
、
申
立
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人
が
営
業
用
と
し
て
使
用
し
て
い
た
理
髪
用
器
具
一
切
申
立
人
に
引
渡
す
事
。
四
、
相
手
方
は
申
立
人
に
対
し
財
産
分
与
並
に
慰
籍

料
と
し
三
万
円
を
支
払
う
事
。
以
上
の
調
停
を
求
め
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〔
三
七
―
六
八
〕
　
妻
Ｘ
が
夫
Ｙ
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
一
一
月
五
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
一
回
の
調
停
を
経
て
、
第
二
回

期
日
（
一
月
一
一
日
）
、
調
停
は
不
成
立
と
な
っ
た
。
Ｘ
は
最
初
本
件
を
水
戸
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
、
こ
れ
が
調
停
に
移
送
さ
れ
た

も
の
な
の
で
、
Ｘ
の
申
立
書
は
、
訴
状
を
以
て
代
え
ら
れ
て
い
る
。
右
訴
状
に
お
け
る
請
求
の
趣
旨
は
「
原
告
と
被
告
は
離
婚
す
べ

し
。
訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
旨
の
判
決
を
求
む
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
取
下
と
な
っ
た
事
例
八
件
を
と
り
あ
げ
る
。

　
〔
三
七
―
一
四
〕
　
妻
Ｘ
（
昭
和
一
一
年
九
月
一
〇
日
生
）
が
、
夫
Ｙ
（
昭
和
三
年
八
月
四
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
三
月
一

目
、
調
停
を
申
立
て
た
。
調
停
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
、
三
月
一
五
日
、
Ｘ
は
調
停
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申

立
人
と
相
手
方
と
を
離
婚
す
る
。
二
、
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
（
七
才
）
○
（
五
才
）
○
（
一
才
）
三
名
の
親
権
を
相
手
方
と
定

め
る
。
三
、
相
手
方
は
申
立
人
に
対
し
金
五
〇
万
円
程
度
の
財
産
分
与
又
は
慰
籍
料
を
支
払
う
こ
と
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

取
下
書
に
は
、
「
示
談
成
立
し
た
る
に
よ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
－
二
三
〕
　
妻
Ｘ
（
昭
和
三
年
一
〇
月
二
二
日
生
）
は
、
夫
Ｙ
（
大
正
一
五
年
二
月
二
五
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
四
月

五
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
一
回
の
調
停
を
経
て
、
四
月
三
〇
日
、
Ｘ
は
調
停
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人

と
相
手
方
を
離
婚
す
る
こ
と
。
二
、
こ
の
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
○
○
○
同
○
○
同
○
○
三
名
の
親
権
を
申
立
人
と
定
め
る
。

三
、
相
手
方
は
申
立
人
に
対
し
相
当
な
る
財
産
分
与
を
す
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
条
項
に
よ
る
御
調
停
を
求
む
。
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
取
下
書
に
は
、
「
都
合
に
よ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。



　
〔
三
七
―
二
五
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
六
年
二
月
二
〇
日
生
）
は
、
夫
Ｙ
（
明
治
三
八
年
一
一
月
一
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
四
月

一
〇
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
三
回
の
調
停
を
経
て
、
第
四
回
調
停
期
日
（
六
月
一
三
日
）
に
、
Ｘ
は
調
停
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立

趣
旨
は
、
「
申
立
人
と
相
手
方
と
離
婚
す
る
こ
と
。
相
手
方
は
、
申
立
人
に
対
し
予
て
贈
与
し
た
る
金
五
〇
万
円
を
返
還
し
、
他
に

離
婚
に
よ
る
慰
籍
料
と
し
て
金
五
〇
万
円
以
上
を
支
払
う
こ
と
。
等
に
つ
い
て
御
調
停
を
求
め
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
取

下
書
に
は
、
「
解
決
し
た
の
で
」
取
下
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
―
四
五
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
一
二
年
六
月
二
〇
日
生
）
が
夫
Ｙ
（
大
正
七
年
七
月
一
四
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
七
月
六

日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
第
一
回
調
停
期
日
（
七
月
二
六
日
）
に
、
Ｘ
は
申
立
て
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人

と
相
手
方
を
離
婚
す
る
こ
と
。
二
、
こ
の
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
に
対
す
る
親
権
に
つ
い
て
は
長
女
○
○
四
女
○
○
に
つ
き
申
立

人
二
女
○
○
三
女
○
○
　
に
つ
い
て
は
相
手
方
と
各
定
め
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
条
項
に
よ
る
御
調
停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
本
件
に
は
、
Ｘ
か
ら
家
裁
相
談
室
宛
の
長
文
の
手
紙
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
件
の
取
下
は
調
停
の
席
上
で

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
過
が
経
過
表
に
簡
単
で
は
あ
る
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
―
四
七
〕
　
妻
Ｘ
（
昭
和
三
年
一
一
月
二
七
日
生
）
が
、
夫
Ｙ
（
昭
和
四
年
九
月
二
八
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
七
月
一

六
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
調
停
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
、
七
月
二
八
日
、
Ｘ
は
申
立
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、

申
立
人
と
相
手
方
を
離
婚
す
る
こ
と
。
二
、
こ
の
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
○
（
昭
和
三
一
年
三
月
二
日
生
）
の
親
権
を
申
立
人
と

定
め
る
こ
と
。
以
上
の
条
項
に
よ
る
御
調
停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｘ
の
取
下
書
に
は
、
「
解
決
し
た
る
に
よ

り
」
取
下
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
―
五
〇
〕
　
妻
Ｘ
（
大
正
一
四
年
七
月
一
日
生
）
は
、
夫
Ｙ
（
大
正
一
五
年
七
月
一
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
七
月
二
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八
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
四
回
の
調
停
を
経
て
、
第
五
回
調
停
期
日
（
三
八
年
二
月
一
一
目
）
に
Ｘ
は
申
立
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申

立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人
と
相
手
方
と
離
婚
す
る
こ
と
。
二
、
長
女
○
○
二
女
○
○
三
女
○
○
の
親
権
者
を
相
手
方
に
、
長
男
○

○
の
親
権
者
を
申
立
人
と
定
め
る
こ
と
。
三
、
相
手
方
は
申
立
人
の
今
後
の
生
活
保
障
を
為
す
こ
と
等
に
つ
い
て
御
調
停
を
求
め

る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〔
三
七
―
六
三
〕
　
妻
Ｘ
（
明
治
四
三
年
四
月
二
六
日
生
）
は
、
夫
Ｙ
（
申
立
当
時
五
一
才
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
九
月
二
〇
日
、

調
停
を
申
立
て
た
。
第
二
回
調
停
期
日
（
一
〇
月
一
二
日
）
に
、
Ｘ
は
取
下
書
を
提
出
し
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人
と

相
手
方
と
は
離
婚
す
る
事
。
二
、
申
立
人
の
単
笥
、
鏡
台
、
其
他
本
人
所
有
の
も
の
一
切
引
渡
す
事
。
三
、
慰
籍
料
並
に
財
産
分
与

と
し
て
三
〇
万
円
を
支
払
う
事
ご
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｘ
の
取
下
書
に
は
、
「
円
満
解
決
（
財
産
分
与
し
て
貰
う
約
束
成
立
）

に
よ
り
」
取
り
下
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
三
七
Ｉ
八
五
〕
　
妻
Ｘ
（
生
年
月
日
不
明
）
は
、
三
七
年
一
二
月
ニ
○
日
、
夫
Ｙ
（
同
じ
く
不
明
）
を
相
手
方
と
し
て
、
調
停
を
申
立

て
た
。
調
停
を
行
う
こ
と
な
く
、
四
月
一
六
日
、
Ｘ
は
申
立
を
取
下
げ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人
と
相
手
方
と
は
離

婚
す
る
。
二
、
相
手
方
は
申
立
人
に
対
し
相
当
額
の
財
産
を
分
与
す
る
。
と
の
調
停
を
求
め
る
、
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お

本
件
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
三
回
の
調
停
期
日
が
予
定
さ
れ
た
が
、
当
事
者
不
出
頭
（
妻
Ｘ
か
ら
は
、
電
話
筆
記
お
よ
び
文
書
に
よ
る
期

日
変
更
な
い
し
中
止
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
）
の
た
め
、
結
局
調
停
を
お
こ
な
わ
ず
「
都
合
に
よ
り
」
Ｘ
か
ら
取
下
げ
ら
れ
た
。

　
㈲
　
申
立
人
夫
・
相
手
方
妻
の
事
件
　
三
七
年
に
は
、
こ
の
種
の
事
件
は
一
六
件
あ
る
（
第
六
表
参
照
）
。
婚
姻
の
継
続
を
求
め
る

事
件
は
、
こ
の
う
ち
三
件
で
あ
る
（
第
一
三
表
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
み
る
と
、
成
立
（
三
七
ー
六
○
）
、
不
成
立
（
三
七
―

八
二
）
、
取
下
（
三
七
ｊ
三
三
）
が
各
々
一
件
ず
っ
あ
る
。
以
下
、
各
事
件
を
く
わ
し
く
み
て
ゆ
こ
う
。
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〔
三
七
－
六
〇
〕
　
夫
Ｘ
（
昭
和
八
年
六
月
二
日
生
）
が
、
妻
Ｙ
（
昭
和
九
年
一
二
月
二
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
九
月
六
日
、

調
停
を
申
立
て
た
。
本
件
は
、
九
月
一
七
日
に
第
一
回
調
停
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
一
〇
月
一
七
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
二
回
調
停

期
日
に
、
さ
き
に
妻
か
ら
夫
を
相
手
方
と
し
て
申
立
て
ら
れ
て
い
た
三
七
－
五
三
事
件
に
併
合
さ
れ
た
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
相

手
方
は
申
立
人
○
○
に
戻
り
同
棲
す
る
様
調
停
を
求
む
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
申
立
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
「
申
立
人
と
相
手
方
は
○
○
○
○
外
一
名
の
媒
酌
に
依
り
昭
和
三
三
年
一
二
月
二
五
日
結
婚
し
以
来
肩
書
申
立
人
方
に
父
母

と
共
に
同
居
し
農
業
を
営
み
円
満
に
生
活
を
為
し
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
間
長
男
○
（
二
年
六
月
）
を
育
み
之
ま
で
何
事
な

く
同
棲
し
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
処
が
本
年
七
月
三
〇
日
申
立
人
が
父
○
○
○
と
小
麦
俵
調
整
の
事
よ
り
口
論
の
未
申
立
人
等
夫
婦

は
子
を
連
れ
て
家
出
を
為
し
た
る
も
其
の
後
親
族
が
仲
に
入
り
父
子
間
の
わ
だ
か
ま
り
も
融
け
申
立
人
は
父
の
許
に
帰
り
た
る
も

相
手
方
○
○
は
何
か
不
満
か
長
男
○
を
連
れ
実
家
た
る
○
○
町
０
０
０
０
０
方
に
帰
り
申
立
人
の
再
三
の
懇
願
に
も
拘
ら
ず
申
立
人

の
許
に
帰
り
ま
せ
ん
の
で
申
立
人
は
今
後
共
相
手
方
と
別
れ
る
意
思
等
全
然
な
く
未
永
く
共
に
生
活
を
為
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で

相
手
方
○
○
は
申
立
人
の
許
に
帰
り
同
棲
同
居
す
る
様
何
分
の
調
停
相
成
度
本
申
立
に
及
び
ま
す
、
」
　
第
一
回
調
停
期
日
（
九
月
一

七
日
）
に
、
申
立
人
夫
は
、
申
立
の
通
り
陳
述
し
、
相
手
方
妻
は
、
考
慮
し
た
い
旨
を
陳
述
し
た
。
さ
ら
に
第
二
回
期
日
（
一
〇
月
一

七
日
）
に
、
前
記
の
如
く
、
本
件
は
、
別
件
（
昭
和
三
七
年
第
五
三
号
事
件
）
に
併
合
さ
れ
た
。
本
件
の
結
果
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
併

合
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
併
合
さ
れ
た
別
件
三
七
－
五
三
が
調
停
成
立
と
な
っ
た
た
め
か
、
成
立
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
応
成
立
例
と
し
て
扱
っ
て
お
い
た
。

　
　
（
１
）
　
三
七
ｌ
五
三
に
つ
い
て
は
、
本
稿
三
婚
姻
関
係
事
件
１
そ
の
二
ｉ
で
、
内
容
を
摘
記
し
て
お
い
た
。
両
事
件
を
総
合
し
て
経
過
を
み
る

　
　
　
　
　
と
、
三
七
年
八
月
三
〇
日
に
妻
か
ら
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
慰
籍
料
五
〇
万
円
支
払
を
趣
旨
と
し
て
、
夫
を
相
手
方
と
す
る
申
立
（
三
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七
―
五
三
）
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
未
だ
調
停
を
お
こ
な
わ
な
い
う
ち
に
、
同
年
九
月
六
日
に
、
夫
の
妻
を
相
手
方
と
す
る
帰

　
　
　
家
・
同
棲
を
求
め
る
本
件
申
立
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
両
事
件
の
第
一
回
調
停
期
日
は
、
共
に
九
月
一
七
日
で
あ
り
、

　
　
　
記
録
の
上
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
事
実
上
、
両
事
件
の
調
停
は
併
合
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

　
　
　
の
疑
い
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
回
調
停
期
日
も
、
両
事
件
共
一
〇
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
同
様
の
疑
い
が
も

　
　
　
た
れ
る
。
な
お
、
第
一
回
期
日
は
両
事
件
と
も
午
前
一
〇
時
、
第
二
回
期
日
は
両
事
件
と
も
午
後
一
時
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ

　
　
　
と
は
右
の
推
測
を
一
層
強
め
る
も
の
で
あ
る
。
結
局
こ
の
第
二
回
期
日
（
一
〇
月
一
七
日
）
に
、
本
件
を
三
七
１
五
三
に
併
合
す
る
旨

　
　
　
の
宣
告
が
な
さ
れ
、
同
時
に
、
当
事
者
の
離
婚
・
親
権
者
監
護
者
の
指
定
・
物
品
引
渡
等
の
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
と

　
　
　
し
て
は
、
離
婚
す
る
こ
と
と
、
長
男
の
親
権
者
を
夫
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
妻
の
要
求
が
通
っ
た
が
、
慰
籍
料
の
点
で
は
、
妻
の

　
　
　
要
求
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
三
七
―
五
三
で
は
、
妻
の
側
か
ら
の
申
立
の
実
情
が
明
ら
か
で
あ
り
、
本

　
　
　
件
で
は
夫
の
側
か
ら
の
申
立
の
実
情
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
妻
は
そ
の
申
立
書
に
お
い
て
、
す
で
に
以
前

　
　
　
か
ら
夫
の
父
母
が
妻
に
つ
ら
く
当
り
、
妻
は
何
回
と
か
く
媒
酌
人
方
へ
身
を
寄
せ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
今
回
の
妻
の
家
出
の
直
接
の

　
　
　
契
機
と
な
っ
た
七
月
三
〇
日
の
夫
と
夫
の
親
達
の
口
論
に
さ
い
し
て
、
夫
の
父
は
妻
に
対
し
て
も
暴
力
を
振
っ
た
こ
と
な
ど
を
と
く
に

　
　
　
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
件
に
お
け
る
夫
の
申
立
書
は
、
父
母
と
円
満
に
同
居
を
つ
づ
け
て
き
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
七
月
三

　
　
　
〇
日
の
件
に
つ
い
て
も
、
夫
の
父
の
妻
に
対
す
る
暴
力
に
は
全
く
触
れ
ず
、
何
か
不
満
で
妻
が
帰
家
し
な
い
か
わ
か
ら
な
い
旨
さ
え
述

　
　
　
べ
て
お
り
、
両
者
の
申
立
て
る
実
情
に
か
な
り
の
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
　
本
事
件
は
、
さ
き
に
妻
が
夫
を
相
手
方
と
し
て
調
停
を
申
立
て
（
三
七
ｌ
五
三
）
、
次
に
夫
が
妻
を
相
手
方
と
し
て
調
停
を
申
し
立
て

　
　
　
た
（
三
七
－
六
〇
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
当
事
者
（
な
い
し
そ
の
家
族
な
ど
）
が
、
数
回
に
わ
た
っ
て
調
停
を
提
起
す

　
　
　
る
例
は
、
既
に
さ
き
の
二
三
年
、
二
四
年
度
の
本
家
裁
当
支
部
に
お
け
る
家
事
調
停
事
件
の
調
査
に
あ
た
っ
て
数
多
く
見
出
さ
れ
、
右

　
　
　
調
査
報
告
（
前
掲
「
転
換
期
に
お
け
る
家
事
資
料
の
研
究
」
二
三
五
頁
以
下
）
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
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わ
ち
、
二
三
年
、
二
四
年
度
に
は
、
申
立
人
と
相
手
方
が
同
一
で
反
復
す
る
も
の
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
）
、
申
立
人
と
相
手
方
が
逆
に

な
っ
て
反
覆
す
る
も
の
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
）
、
相
手
万
は
同
一
で
申
立
人
が
代
っ
て
反
覆
す
る
も
の
　
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｃ
↓
Ｂ
）
が
多
数

見
出
さ
れ
た
（
右
を
各
々
、
基
本
型
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
と
仮
称
し
た
）
。
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
、
当
事
者
が
複
数
に
な
っ
た
り
、
そ
の
組
合
わ

せ
が
変
化
し
て
二
回
反
復
す
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
Ａ
・
Ｂ
↓
Ｃ
・
Ｄ
、
Ａ
↓
Ｃ
の
よ
う
な
も
の
や
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
の

よ
う
な
も
の
）
、
ま
た
三
回
以
上
反
復
す
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
の
よ
う
な
も
の
や
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｃ
↓
Ｂ
、

Ａ
↓
Ｂ
の
よ
う
な
も
の
）
も
か
な
り
見
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
つ
の
社
会
的
な
家
庭
紛
争
か
ら
、
い
く
つ
も
の
法
的
な
紛

争
が
、
同
じ
当
事
者
間
で
、
或
い
は
当
事
者
を
代
え
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
に
は
種
々
の
も
の
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
は
、
先
の
調
停
が
ひ
と
ま
ず
当
事
者
の
示
談
に
よ
っ
て
取
下
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
が
思
わ
し
く
な
い
と
か
、
調
停
は
一

応
成
立
し
た
が
そ
の
履
行
が
充
分
で
な
い
と
か
、
調
停
は
不
成
立
と
な
っ
た
が
訴
訟
に
も
ち
込
ま
ず
も
う
一
度
話
し
合
い
で
解
決
し
た

い
と
か
の
理
由
で
、
再
度
同
じ
申
立
人
か
ら
同
様
の
趣
旨
で
申
立
が
繰
返
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
第
１
型
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
）
の
よ

う
な
も
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
原
因
に
よ
る
と
言
え
よ
う
。
第
二
に
、
紛
争
の
一
方
か
ら
の
調
停
申
立
に
対
し
て
、
他
方
も
言
い
分
が

あ
り
要
求
が
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ば
訴
訟
に
お
け
る
反
訴
の
よ
う
な
か
た
ち
で
逆
に
申
立
を
す
る
場
合
で
あ
る
。
第
Ⅱ
型
（
Ａ
↓
Ｂ
、

Ｂ
↓
Ａ
）
は
主
と
し
て
こ
の
場
合
に
あ
た
る
と
言
え
よ
う
。
第
三
に
、
一
つ
の
社
会
的
な
家
庭
紛
争
が
、
法
的
に
み
れ
ば
種
々
の
当
事

者
間
の
種
々
の
法
律
関
係
に
分
れ
る
よ
う
な
と
き
に
、
各
々
の
当
事
者
が
別
個
の
調
停
申
立
を
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
第
Ⅲ
型

　
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｃ
↓
Ｂ
）
は
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
当
事
者
が
複
数
に
な
っ
た
り
、
そ
の
組
合
せ
が
変
化
し
て
二
回
反
復

さ
れ
る
も
の
や
、
三
回
以
上
反
復
さ
れ
る
も
の
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
以
上
の
理
由
の
い
く
つ
か
を
含
ん
で
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。
さ
て
、
今
回
の
三
七
年
、
三
八
年
度
の
調
査
に
お
い
て
も
（
二
三
年
、
二
四
年
度
に
比
す
れ
ば
、
総
件
数
が
少
な
い
た
め
、
見
出

さ
れ
た
件
数
も
多
く
は
な
い
が
）
、
や
は
り
こ
の
種
の
事
件
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
た
。
第
１
型
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
）
に
属
す
る
も

の
は
六
組
（
一
二
件
）
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
三
七
－
四
二
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
に
対
し
調
整
を
申
立
て
、
取
下
に
終
っ
た
事
件
）
と
三
八
！
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三
六
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
に
対
し
調
整
を
申
立
て
、
取
下
に
終
っ
た
事
件
）
　
②
三
七
－
五
九
（
当
事
者
の
関
係
不
明
だ
が
、
Ａ
男
が
Ｂ
男

を
相
手
方
と
し
て
、
不
法
登
記
抹
消
手
続
を
求
め
た
も
の
。
結
果
は
内
容
不
明
だ
が
成
立
）
と
三
七
－
六
五
（
同
じ
く
Ａ
男
が
Ｂ
男
を

相
手
方
と
し
て
遺
産
分
割
を
申
立
て
た
も
の
。
取
下
）
　
③
三
八
―
二
一
　
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
慰
籍
料
等
を
申

立
て
た
が
、
不
成
立
）
と
三
八
‐
三
四
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
生
活
費
と
医
療
費
を
申
立
て
た
が
、
取
下
）
　
④
三
八
Ｉ

二
四
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
調
整
を
申
立
て
た
が
、
不
成
立
）
と
三
八
―
五
四
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚

・
親
権
者
指
定
・
慰
籍
料
・
財
産
分
与
を
申
立
て
た
が
、
不
成
立
）
　
⑤
三
八
ー
三
一
　
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
Ｘ
等
の
生

活
費
支
払
を
申
立
て
た
が
、
取
下
）
と
三
八
Ｉ
五
七
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
財
産
分
与
を
申
立
て

た
が
、
取
下
）
　
⑥
三
八
－
七
五
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
調
整
を
申
立
て
た
が
、
不
成
立
）
と
三
八
－
九
二
（
妻
Ａ
が
夫

Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
慰
薪
料
等
を
申
立
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
物
件
引
渡
・
財
産
分
与
等
の
調
停
が
成

立
）
な
ど
で
あ
る
。
第
Ⅱ
型
（
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
）
に
属
す
る
も
の
は
三
組
（
六
件
）
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
本
件
の
場
合
で
、
三
七

１
五
三
（
妻
Ａ
が
夫
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
慰
籍
料
を
申
立
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
・
物
品
引
渡
等
の
調
停

が
成
立
）
と
三
七
－
六
〇
（
夫
Ｂ
が
妻
Ａ
を
相
手
方
と
し
て
、
帰
家
し
同
棲
す
る
こ
と
を
申
立
て
、
右
三
七
ｌ
五
三
に
併
合
さ
れ
、
結

局
右
の
如
き
調
停
が
成
立
）
　
②
三
八
―
三
三
（
夫
Ａ
が
妻
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
円
満
に
同
居
す
る
こ
と
を
申
立
て
、
取
下
）
と
三

八
上
二
五
（
妻
Ｂ
が
夫
Ａ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
親
権
者
の
指
定
・
慰
籍
料
・
養
育
費
等
を
申
立
て
、
取
下
）
　
③
三
八
－
四
八

　
（
Ａ
男
が
Ｂ
女
を
相
手
方
と
し
て
、
子
の
引
渡
を
求
め
て
申
立
を
な
し
、
取
下
）
と
三
八
―
五
八
（
Ｂ
女
が
Ａ
男
を
相
手
方
と
し
て
、

子
の
親
権
者
を
Ａ
男
か
ら
Ｂ
女
に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
申
立
を
な
し
、
右
の
通
り
の
変
更
と
Ａ
男
が
Ｂ
女
に
子
の
養
育
費
を
支
払

う
旨
の
調
停
が
成
立
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
当
事
者
が
複
数
で
二
回
反
復
す
る
も
の
二
組
（
四
件
）
と
、
三
回
反
覆
す
る
も
の
一

組
（
三
件
）
が
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。
　
①
三
七
－
一
〇
（
夫
Ａ
が
妻
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
離
婚
・
親
権
者
指
定
を
求
め

る
申
立
を
な
し
、
同
旨
の
調
停
が
成
立
）
と
三
七
－
ニ
ハ
（
妻
Ｂ
の
父
母
＝
夫
Ａ
の
養
父
母
Ｃ
・
Ｄ
が
、
夫
Ａ
を
相
手
方
と
し
て
、
養
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子
縁
組
の
離
縁
を
申
立
て
た
。
離
縁
・
財
産
の
分
与
等
の
調
停
が
成
立
し
た
）
　
②
三
七
１
三
八
（
Ａ
女
が
Ｂ
男
を
相
手
方
と
し
て
、

内
縁
関
係
の
解
消
と
慰
藉
料
を
求
め
る
申
立
を
な
し
、
不
成
立
）
と
三
七
－
三
九
（
Ａ
Ｂ
間
の
子
Ｃ
と
Ａ
女
が
、
Ｂ
男
を
相
手
方
と
し

て
、
Ｃ
女
の
認
知
を
求
め
る
申
立
を
な
し
、
不
成
立
）
　
③
三
七
１
三
三
（
夫
Ａ
が
妻
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
同
居
を
申
立
て
、
取

下
）
と
三
八
―
七
〇
（
夫
Ａ
が
妻
Ｂ
を
相
手
方
と
し
て
、
同
居
を
申
立
て
、
取
下
）
と
三
八
Ｉ
八
四
（
妻
Ｂ
が
夫
Ａ
を
相
手
方
と
し

て
、
離
婚
を
申
立
て
、
不
成
立
）
右
の
①
の
事
例
は
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｃ
・
Ｄ
↓
Ａ
の
形
式
で
あ
り
、
②
は
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
・
Ｃ
↓
Ｂ
の
形

式
、
③
は
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
の
形
式
で
あ
る
。
二
三
、
二
四
年
度
の
該
当
例
は
既
に
前
記
「
転
換
期
に
お
け
る
家
事
資
料

の
研
究
」
二
三
五
頁
以
下
に
掲
出
し
て
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
と
対
照
す
る
意
味
で
、
第
二
〇
表
な
い
し
第
二
四
表
に
、
三
七
、

三
八
年
度
の
該
当
例
と
共
に
再
掲
す
る
。
こ
れ
ら
を
個
別
的
に
検
討
し
、
反
覆
の
経
過
な
い
し
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、

他
日
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
こ
こ
で
他
日
の
検
討
の
た
め
の
若
干
の
覚
書
を
附
記
し
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
反
覆
例
に
と
く
に
着
目
し

て
検
討
す
る
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
種
々
の
角
度
か
ら
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
に
一
層
接
近
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
わ
ば
資
料
的
意
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
理
論
的
な
意
義
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
調
停
の
取
下
、
成
立
、
不
成
立
と
い
う

手
続
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
般
に
調
停
の
取
下
に
は
、
実
質
的
に
み
て
、
成
立

　
（
円
満
に
示
談
が
成
立
し
た
よ
う
な
場
合
）
と
、
不
成
立
（
相
手
方
の
主
張
が
強
い
と
か
、
相
手
方
が
出
頭
し
な
い
と
か
の
理
由
で
諦

め
た
よ
う
な
場
合
）
の
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
通
常
は
取
下
書
の
簡
単
な
記
載
の
み
か
ら
は
、
実
質
的
な
結
果
ま
で
は
殆
ん
ど

知
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
反
覆
例
の
場
合
は
、
後
の
事
例
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
回
の
取
下
の
内
容
を
知
る
余
地
が
あ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
よ
う
に
当
事
者
が
自
発
的
に
取
下
げ
る
か
ぎ
り
裁
判
所
は
（
そ
の
原
因
に
つ
い
て
調
査
し
対
策
を
講
ず
る
と
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
あ
え
て
二
四
条
審
判
に
の
り
だ
す
と
か
の
措
置
に
出
る
こ
と
な
く
）
放
置
す
る
と
い
う
状
態
の
是
非
を
考
え
る
う
え

で
か
な
り
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
調
停
が
成
立
し
た
場
合
に
、
そ
の
調
停
条
項
の
履
行
状
況
と
い
う
も
の
は
、
通
常
の
場
合
は



－215－



－216 －



～217－



― 218 ―



－219 －



－220 －

　
（
履
行
確
保
の
申
立
で
も
な
い
限
り
は
）
殆
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
反
覆
事
件
の
場
合
は
、
後
の
事
件
を

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
知
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
停
条
項
の
具
体
的
妥
当
性
あ
る
い
は
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
再
検
討
を
お
こ
な
い
、
か
つ
ま
た
、
当
事
者
か
ら
申
立
が
な
い
か
ぎ
り
裁
判
所
は
調
停
条
項
の
履
行
に
つ
き
干
与
し
な
い
と
い
う

態
度
の
是
非
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
た
め
の
材
料
を
提
供
し
よ
う
。
ま
た
、
調
停
不
成
立
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
不
成
立
の
判
断
は
、

審
判
官
又
は
調
停
委
員
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
素
材
を
提
供
し
よ
う
。

当
事
者
か
ら
再
び
調
停
の
申
立
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に
前
回
の
調
停
を
不
成
立
と
し
た
判
断
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
言
え

な
い
が
、
少
な
く
と
も
右
判
断
に
つ
き
反
省
す
る
た
め
の
一
つ
の
契
機
と
は
な
る
筈
で
あ
る
。
と
く
に
、
比
較
的
僅
か
の
調
停
で
不
成

立
と
さ
れ
る
事
例
が
か
な
り
み
ら
れ
る
（
三
七
年
度
に
お
い
て
も
一
・
二
回
の
調
停
で
不
成
立
と
さ
れ
る
事
例
が
少
な
く
な
い
）
こ
と

を
考
え
合
せ
る
と
こ
の
点
の
吟
味
が
一
層
必
要
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
次
に
、
か
か
る
反
覆
例
の
存
在
は
、
家
事
調
停
そ
の
も

の
の
あ
り
か
た
に
も
、
か
な
り
棍
本
的
な
反
省
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
事
調
停
が
、
社
会
的
な
一
つ
の
家
庭
紛
争

を
、
統
一
的
あ
る
い
は
包
括
的
に
と
り
あ
げ
て
処
理
す
る
と
い
う
よ
り
、
通
常
の
訴
訟
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
訴
訟
物
の
如
き
、
個
々
の

権
利
ま
た
は
法
律
関
係
に
分
解
あ
る
い
は
分
離
し
て
と
り
あ
げ
て
処
理
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
か
か
る
関
連
あ
る
い
は
反

覆
事
件
の
発
生
を
導
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
妻
の
夫
に
対
す
る
離
婚
申
立
と
、
妻
の
父
母
か
ら
の
右
の

夫
に
対
す
る
離
縁
申
立
の
場
合
、
女
の
男
に
対
す
る
内
縁
解
消
の
申
立
と
、
女
と
子
の
男
に
対
す
る
認
知
の
申
立
な
ど
は
、
権
利
あ
る
い

は
法
律
関
係
と
し
て
別
個
で
あ
ろ
う
が
、
社
会
的
な
家
庭
紛
争
と
し
て
は
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
別
事
件
と
し
て
申
立
て
ら
れ
て

く
る
の
は
、
い
か
か
る
原
因
に
よ
る
も
の
か
、
さ
し
あ
た
り
筆
者
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
調
停
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
社
会
的
に
み
れ
ば
一
体
で
あ
る
家
庭
的
紛
争
は
、
出
来
る
だ
け
一
つ
の
調
停
で
処
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
個
々
の
権
利
や
法
律
関
係
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
紛
争
の
背
景
や
意
味
が
裁
判
所
に

見
逃
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
如
く
、
こ
こ
で
見
出
さ
れ
た
関
連
な
い
し
反
覆
事
件
は
、
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種
々
の
問
題
に
つ
い
て
再
考
の
素
材
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
日
、
改
め
て
と
り
あ
げ
て
検
討
を
加
え
る
考
え
で
あ
る
。

　
〔
三
七
Ｉ
八
ニ
〕
　
夫
Ｘ
（
大
正
一
丑
年
一
月
九
日
生
）
は
、
妻
Ｙ
（
申
立
当
時
三
六
才
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
一
二
月
一
二
日

調
停
を
申
立
て
た
。
一
回
（
一
二
月
二
五
日
）
の
調
停
を
経
て
、
第
二
回
調
停
期
日
（
三
八
年
一
月
二
四
日
）
に
、
調
停
は
不
成
立
と
な

っ
た
。
夫
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
申
立
人
と
相
手
方
は
夫
婦
で
あ
る
が
、
相
手
方
に
男
関
係
が
あ
る
ら
し
く
家
庭
生
活
が
円
満
に
ゆ

か
な
い
か
ら
、
夫
婦
関
係
を
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
Ｘ
の
主
張
す
る
事
件
の
実
情
は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。
「
一
、
申
立
人
は
昭
和
二
三
年
五
月
相
手
方
と
結
婚
、
婿
養
子
と
し
て
相
手
方
の
家
に
同
棲
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
其
間
子

供
二
人
あ
り
、
家
族
は
妻
の
母
五
八
才
母
の
妹
が
不
其
者
で
嫁
に
出
な
い
で
同
居
し
て
い
る
の
で
、
家
族
は
六
人
で
あ
る
。
二
、
申

立
人
方
で
は
田
畑
七
反
歩
耕
作
す
る
農
家
で
あ
る
が
、
農
業
が
小
さ
い
の
で
、
申
立
人
は
○
○
市
の
○
○
建
設
業
に
働
き
に
行
き
、

小
遣
取
を
し
て
い
る
。
三
、
妻
は
約
一
年
前
よ
り
、
○
○
○
生
命
保
険
の
外
務
員
と
な
っ
た
が
、
仕
事
の
関
係
か
ら
か
、
帰
宅
が
お

そ
く
な
っ
た
り
、
時
々
は
無
断
で
外
泊
す
る
様
に
な
り
、
泊
り
先
を
聞
え
て
も
嘘
が
多
く
、
時
に
は
男
宛
の
手
紙
な
ど
所
持
し
て
い

る
の
で
、
之
に
対
し
強
く
問
訊
す
る
と
、
別
れ
度
い
と
言
っ
て
家
出
し
て
し
ま
う
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
四
、
此
の
様
な
事
な
の

で
、
親
族
会
議
を
開
い
て
本
人
に
改
悛
を
促
し
た
が
、
頑
と
し
て
聞
き
れ
ず
、
別
れ
た
い
の
一
天
張
り
で
、
現
在
は
近
所
の
妹
の
家

に
行
っ
て
し
ま
い
家
に
帰
っ
て
来
な
い
。
五
、
中
立
人
は
子
供
の
為
に
も
前
の
事
は
水
に
流
し
て
帰
る
様
要
請
し
た
が
、
ど
う
し
て

も
帰
ら
な
い
の
で
、
何
と
か
元
通
り
の
円
満
な
家
庭
生
活
が
で
き
る
様
調
停
を
し
て
い
た
だ
き
度
い
為
本
件
申
立
を
し
た
次
第
で
あ

る
。
」
調
停
期
日
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
期
日
（
一
二
月
二
五
日
）
に
つ
い
て
、
「
申
立
人
は
申
立
書
通
り
、
相
手
方
は
考
慮

し
た
い
。
」
旨
述
べ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
調
停
不
成
立
と
な
っ
た
第
二
回
期
日
（
三
八
年
一
月
二
四
日
）
に
つ
い
て
も
、
「
別

紙
調
書
の
通
り
不
成
立
に
よ
り
終
了
し
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
右
に
言
う
別
紙
調
書
に
も
、
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不
動
文
字
で
（
本
稿
第
七
図
参
照
）
、
「
当
事
者
間
に
合
意
が
成
立
す
る
見
込
が
な
い
。
」
旨
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
〔
三
七
Ｉ
三
三
〕
　
夫
Ｘ
（
大
正
七
年
三
月
三
一
日
生
）
が
、
妻
Ｙ
（
昭
和
四
年
五
月
一
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
五
月
一
八

日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
五
月
二
五
日
（
第
一
回
）
、
六
月
一
日
（
第
二
回
）
、
六
月
一
二
日
（
第
三
回
）
の
調
停
を
経
て
、
第
四
回
の

期
日
（
六
月
一
五
日
）
に
、
夫
Ｘ
か
ら
取
下
書
を
提
出
し
た
。
夫
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
相
手
方
は
速
か
に
申
立
人
方
に
立
戻
り
申
立

人
と
同
居
し
て
円
満
に
家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
す
る
申
立
の
実
情
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
「
一
、
申
立
人
は
昭
和
三
三
年
一
月
中
○
○
○
○
の
媒
酌
に
よ
り
相
手
方
と
事
実
上
の
婚
姻
を
為
し
申
立
人
方
に
て
夫
婦
生

活
を
営
み
居
り
ま
し
た
処
相
手
方
は
是
迄
に
度
々
実
家
に
行
っ
た
の
で
そ
の
都
度
迎
ひ
に
行
き
連
れ
戻
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
而
し
て
昭
和
三
六
年
一
〇
月
一
二
日
正
式
に
婚
姻
届
を
し
て
入
籍
し
申
立
人
方
に
て
夫
婦
生
活
を
営
ん
で
居
た
の
で
あ
る
が
相

手
方
は
我
儘
者
で
些
細
の
こ
と
に
気
を
お
る
く
す
る
性
質
で
あ
り
、
昭
和
三
七
年
一
月
一
六
日
些
細
の
こ
と
に
腹
を
立
て
申
立
人
方

を
飛
び
出
し
て
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
三
、
そ
の
後
人
を
介
し
て
相
手
方
に
対
し
申
立
人
方
に
帰
り
円
満
に
夫
婦
同

居
し
て
生
活
す
る
よ
う
交
渉
し
た
る
も
相
手
方
は
何
だ
彼
だ
と
申
し
て
立
戻
ら
ず
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
四
、
依
っ
て
夫

婦
同
居
し
て
生
活
す
る
よ
う
御
調
停
を
求
め
る
た
め
本
申
立
に
及
び
た
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
」
第
一
回
調
停
期
日
（
五
月
二
五
日
）

に
つ
き
経
過
表
は
「
双
方
に
調
停
を
試
み
た
が
未
だ
成
立
に
至
ら
な
い
。
次
回
期
日
告
知
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
第
二
回
期
日
（
六

月
一
日
）
に
つ
い
て
は
、
「
相
手
方
は
別
れ
た
い
と
述
べ
、
申
立
人
は
別
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
か
ら
考
え
さ
せ
て
欲

し
い
と
述
べ
、
続
行
。
次
回
に
相
手
方
実
父
を
呼
出
す
。
次
回
期
日
告
知
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
第
三
回
期
日
（
六
月
一
二
日
）

に
つ
い
て
は
、
「
相
手
方
実
父
よ
り
事
情
聴
取
し
調
停
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
相
手
方
は
ど
う
し
て
も
別
れ
度
い
と
主
張
、
相
手
方
は

老
母
に
語
し
て
か
ら
に
し
た
い
か
ら
期
日
の
猶
予
を
求
め
た
。
次
回
期
日
告
知
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
第
四
回
期
日
（
六
月
一
五
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日
）
に
つ
い
て
は
、
「
相
手
方
は
ど
う
し
て
も
別
れ
度
い
と
述
べ
、
申
立
人
の
言
う
の
は
本
心
と
思
は
れ
な
い
か
ら
一
応
本
件
は
取

下
げ
度
い
と
取
下
書
を
提
出
し
た
。
相
手
方
取
下
了
承
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
申
立
人
の
提
出
し
た
取
下
書
に
は
、
「
都
合
に
よ

り
」
取
下
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
本
件
は
こ
う
し
て
ひ
と
ま
づ
終
了
し
た
が
、
三
八
年
度
に
な
っ
て
、
再
び
夫
Ｘ
か
ら
妻

Ｙ
を
相
手
方
と
し
て
、
三
八
年
八
月
一
〇
日
、
円
満
に
同
居
す
る
と
い
う
趣
旨
の
申
立
が
な
さ
れ
て
い
る
（
三
八
ｌ
七
〇
）
。
そ
し
て

こ
れ
も
二
回
の
調
停
を
経
て
取
下
げ
ら
れ
た
（
九
月
三
〇
日
）
。
さ
ら
に
、
同
年
一
○
月
八
日
、
今
度
は
妻
Ｘ
が
夫
Ｙ
を
相
手
方
と
し

て
、
離
婚
の
み
を
求
め
る
申
立
を
お
こ
な
い
（
三
八
－
八
四
）
、
一
回
の
調
停
で
不
成
立
（
一
〇
月
一
七
日
）
と
な
っ
た
（
前
註
に
述
べ

た
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ａ
↓
Ｂ
、
Ｂ
↓
Ａ
の
タ
イ
ブ
で
あ
る
）
。

　
申
立
人
夫
か
ら
離
婚
を
求
め
た
事
件
は
、
一
三
件
あ
る
。
こ
の
う
ち
調
停
が
成
立
し
た
も
の
は
七
件
（
三
七
ｉ
九
、
三
七
―
一
〇
、
三

七
―
一
七
、
三
七
・
三
二
、
三
七
－
六
四
、
三
七
１
六
六
、
三
七
―
八
六
）
、
不
成
立
と
な
っ
た
も
の
は
二
件
（
三
七
－
五
六
、
三
七
１
七
七
）
、

取
下
げ
ら
れ
た
も
の
は
四
件
（
三
七
ー
二
一
ー
三
七
―
四
八
、
三
七
－
七
〇
、
三
七
－
七
一
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
成
立
例
の
う
ち
か
ら

と
く
に
履
行
勧
告
に
対
す
る
詳
し
い
調
査
報
告
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
特
色
を
有
す
る
三
七
―
三
二
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
ほ
か
不

成
立
例
の
う
ち
か
ら
三
七
１
五
六
、
取
下
例
の
う
ち
か
ら
も
、
調
査
報
告
書
の
付
さ
れ
て
い
る
三
七
―
七
〇
を
各
々
と
り
あ
げ
て
詳

細
に
紹
介
し
、
そ
の
余
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
後
に
そ
の
内
容
を
摘
記
す
る
。

　
〔
三
七
－
三
二
〕
　
夫
Ｘ
（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
生
）
は
、
妻
Ｙ
（
大
正
四
年
四
月
一
一
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
五
月
一
八

日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
六
月
九
日
（
第
一
回
期
日
）
の
調
停
を
経
て
、
第
二
回
期
日
六
月
二
九
日
調
停
が
成
立
し
た
。
夫
Ｘ
の
申

立
趣
旨
は
、
「
一
、
申
立
人
と
相
手
方
を
離
婚
す
る
。
二
、
こ
の
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
○
○
○
同
○
○
○
同
○
○
同
○
○
○
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四
人
の
親
権
者
を
申
立
人
と
定
め
る
。
以
上
の
条
項
に
よ
る
御
調
停
を
求
め
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
す
る
申
立

の
実
情
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
一
、
申
立
人
は
昭
和
六
年
二
一
月
二
三
日
相
手
方
と
婚
姻
し
入
籍
を
済
ま
せ
正
式
の
夫

婦
と
し
て
同
棲
し
そ
の
生
活
よ
り
子
女
七
人
を
出
生
し
養
育
し
な
が
ら
家
業
で
あ
る
農
業
を
共
に
営
ん
で
い
た
の
で
す
。
子
女
の
う

ち
四
女
○
○
（
昭
和
一
八
年
三
月
一
四
日
生
）
○
○
○
（
昭
和
二
一
年
五
月
一
五
日
生
）
○
○
（
昭
和
二
三
年
二
月
一
八
日
生
）
末
子
の
○
○

○
（
昭
和
○
○
年
三
月
八
日
生
）
の
四
人
は
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
五
日
以
後
専
ら
相
手
方
が
養
育
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
二
、
然
る

に
昭
和
二
七
年
始
め
頃
申
立
人
は
○
郡
○
町
○
○
部
落
に
住
居
し
た
戦
争
で
夫
を
夫
っ
た
未
亡
人
○
○
○
○
が
子
供
を
抱
い
て
生
活

に
困
っ
て
い
る
語
を
聞
い
た
の
で
し
た
が
同
人
と
知
合
っ
て
以
来
な
ほ
さ
ら
気
の
毒
な
の
に
同
情
し
交
際
す
る
う
ち
に
深
い
交
際
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
三
、
そ
し
て
そ
れ
を
相
手
方
の
知
る
処
と
な
り
段
々
と
夫
婦
生
活
に
ひ
び
が
入
り
夫
婦
間
の
不

和
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
、
よ
っ
て
申
立
人
と
し
て
は
自
分
が
良
く
な
い
と
感
じ
遂
に
相
手
方
と
の
同
居
に
堪
え
か
ね
昭
和
二

七
年
一
二
月
二
五
日
に
家
出
し
上
記
情
人
の
○
○
○
○
の
許
に
入
り
込
み
そ
れ
か
ら
事
実
上
の
夫
婦
と
し
て
同
棲
し
そ
の
後
も
引
続

き
生
活
し
て
き
た
が
昭
和
三
六
年
一
一
月
一
七
日
に
は
情
婦
の
○
○
○
○
が
死
亡
し
た
の
で
申
立
人
は
厄
介
者
の
子
供
を
残
さ
れ
大

い
に
困
り
ま
し
た
。
五
、
よ
っ
て
現
在
で
は
申
立
人
も
工
員
と
し
て
工
場
へ
通
勤
す
る
身
な
の
で
何
ん
と
も
仕
方
な
い
の
で
相
手
方

に
謝
罪
し
て
仲
直
り
を
し
て
元
の
あ
っ
た
夫
婦
の
情
愛
を
呼
び
戻
し
て
相
手
方
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
た
が
之
れ
は
に
わ
か
に
同
意

が
得
ら
れ
ず
止
む
な
く
再
婚
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
相
手
方
と
の
夫
婦
干
係
を
解
決
し
な
い
と
こ
れ
も
な
ら
ず
苦
し
ん
で
い
る

も
の
で
到
底
相
手
方
と
の
婚
姻
は
○
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の
際
ぜ
ひ
と
も
解
決
を
求
め
る
た
め
調
停
申
立
を
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
尚
ほ
離
婚
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
相
手
方
が
上
記
申
立
人
が
申
込
ん
だ
よ
う
に
元
の
さ
や
に
納
ま
る
よ
う
な
円
満
方

法
で
あ
れ
ば
な
ほ
結
構
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
第
一
回
調
停
期
日
（
六
月
九
日
）
に
つ
い
て
、
経
過
表
に
は
何
ら
の
記
載
も
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な
く
、
第
二
回
期
日
（
六
月
二
九
日
）
に
つ
い
て
は
、
「
別
紙
調
書
の
通
り
調
停
成
立
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
調
書

に
よ
る
と
、
調
停
条
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
一
、
申
立
人
と
相
手
方
と
は
本
日
調
停
離
婚
し
た
。
二
、
当
事
者
間
の

四
女
○
○
五
女
○
○
○
六
女
○
○
七
女
○
○
の
親
権
監
護
は
相
手
方
に
お
い
て
行
う
こ
と
。
三
、
当
事
者
双
方
は
爾
後
本
件
に
関
し

相
互
に
財
産
上
何
等
の
請
求
を
為
さ
ざ
る
こ
と
。
四
、
申
立
人
は
離
婚
手
続
済
み
次
第
そ
の
本
籍
を
○
町
に
移
す
こ
と
。
五
、
申
立

人
は
昭
和
三
二
年
五
月
二
七
日
付
被
相
続
人
○
○
○
○
の
相
続
分
に
関
す
る
遺
産
分
割
契
約
書
に
基
く
相
続
登
記
の
手
続
に
協
力
す

る
こ
と
。
六
、
調
停
費
用
は
各
自
弁
の
こ
と
。
」
と
こ
ろ
で
、
右
調
停
条
項
の
五
に
つ
い
て
は
、
申
立
の
趣
旨
や
実
情
に
も
全
く
触

れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
且
つ
調
停
経
過
の
詳
細
も
記
録
か
ら
全
く
不
明
な
の
で
こ
の
点
の
合
意
に
至
る
経
緯
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
が
、
右
調
停
成
立
後
に
、
右
第
五
項
の
履
行
に
関
し
て
、
家
事
審
判
官
か
ら
、
「
履
行
勧
告
」
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
、
三
七
年
九
月
六
日
付
で
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
か
ら
の
調
査
報
告
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
右
調
査
報
告
の
内
容
を
写
し

と
っ
て
お
こ
う
。
「
水
戸
家
庭
裁
判
所
下
妻
支
部
　
家
事
審
判
官
　
○
○
○
○
○
殿
　
昭
和
三
七
年
九
月
六
日
　
同
庁
　
家
庭
裁
判

所
調
査
官
　
○
○
○
○
○
○
　
履
行
勧
告
に
対
す
る
調
査
報
告
　
昭
和
三
七
年
（
家
イ
）
第
三
二
号
離
婚
等
調
停
事
件
　
申
立
人
○

○
○
○
　
相
手
方
　
○
○
○
○
　
上
記
事
件
に
関
し
昭
和
三
七
年
六
月
二
九
日
成
立
し
た
調
停
条
項
不
履
行
分
に
対
す
る
履
行
勧
告

方
依
命
義
務
者
○
○
○
○
（
本
件
の
申
立
人
夫
）
を
当
庁
に
出
頭
を
求
め
勧
告
し
た
処
下
記
の
通
り
で
す
か
ら
報
告
致
し
ま
す
。

記
　
一
、
履
行
勧
告
の
方
法
　
イ
、
八
月
二
七
日
○
○
郡
○
町
大
字
○
○
の
本
人
自
宅
に
出
張
し
た
処
不
在
（
東
京
に
日
雇
人
夫
と
し

て
出
稼
ぎ
の
為
）
に
て
面
接
不
能
。
　
ロ
、
九
月
五
日
義
務
者
を
当
庁
に
呼
出
し
た
処
出
頭
し
た
の
で
面
接
の
上
事
情
を
調
査
す
る
と

共
に
履
行
方
極
力
勧
告
し
た
が
別
紙
陳
述
要
旨
の
通
り
の
理
由
に
よ
り
今
直
ち
に
之
に
応
ず
る
態
度
は
示
さ
な
か
っ
た
。
」
つ
づ
け

て
、
右
に
言
う
別
紙
「
調
査
報
告
書
Ｌ
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
調
査
報
告
書
　
水
戸
家



庭
裁
判
所
下
妻
支
部
　
家
事
審
判
官
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
殿
　
昭
和
三
七
年
九
月
六
日
　
同
庁
家
庭
裁
判
所
調
査
官
○
○
○
○
○
　
事
件
番

号
　
昭
和
三
七
年
（
家
）
第
三
二
号
離
婚
等
調
停
事
件
　
中
立
人
　
○
○
○
○
　
相
手
方
又
は
事
件
本
人
　
○
○
○
○
　
上
記
事
件

に
関
し
下
記
の
と
お
り
調
査
し
た
か
ら
報
告
し
ま
す
。
　
調
査
日
時
　
昭
和
三
七
年
九
月
五
日
　
調
査
場
所
　
当
庁
　
義
務
者
の
陳

述
の
要
旨
　
１
、
氏
名
　
○
○
○
○
　
年
令
　
四
九
才
　
職
業
　
農
業
　
住
所
　
○
○
郡
○
町
大
字
○
○
○
○
０
　
２
、
私
は
昨
年

一
一
月
八
日
に
同
居
し
て
い
た
事
実
上
の
妻
（
妾
）
○
○
○
○
が
死
亡
し
た
の
で
小
学
校
五
年
生
の
○
○
○
○
○
と
三
年
生
の
同
○

○
○
と
三
人
で
田
二
反
歩
耕
作
暮
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
だ
け
で
は
到
底
生
活
が
で
き
な
い
の
で
農
閑
期
を
利
用
し
東
京
に
日
雇
人
夫

と
し
て
出
稼
ぎ
し
て
い
ま
す
。
日
給
六
〇
〇
円
で
す
が
通
勤
費
な
ど
か
か
る
の
で
親
子
三
人
で
辛
じ
て
其
日
の
生
活
を
支
い
て
い
る

程
度
で
す
。
三
、
私
は
調
停
の
際
は
何
れ
に
し
て
も
私
の
我
儘
か
ら
此
の
様
な
事
情
に
な
っ
た
前
非
を
悔
い
て
い
た
の
で
相
手
方
の

思
う
様
な
語
に
の
っ
て
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
四
、
そ
の
か
わ
り
本
家
を
相
統
し
て
い
る
の
は
私
の
実
弟
で
あ
り
、
娘
で
あ
る
の

だ
か
ら
今
後
何
事
に
つ
い
て
も
相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
と
言
う
事
で
親
子
関
係
を
円
満
に
つ
な
い
で
置
く
条
件
だ
っ
た
の

で
す
。
五
、
処
が
相
手
方
で
は
私
の
因
っ
て
い
る
事
な
ど
見
向
い
て
も
見
ず
先
日
遺
産
分
割
契
約
書
記
載
の
残
金
を
持
っ
て
き
た
か

ら
直
ち
に
登
記
の
手
続
を
す
る
様
に
と
言
っ
て
き
た
の
で
そ
れ
で
は
約
束
が
違
う
と
言
う
の
で
突
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六
、
此

の
様
に
不
人
情
な
事
を
す
る
な
ら
相
続
登
記
な
ど
に
協
力
は
で
き
な
い
。
若
し
ど
う
し
て
も
登
記
が
し
た
い
な
ら
親
子
関
係
は
切
っ

て
も
良
い
か
ら
あ
と
三
反
歩
位
私
の
方
に
渡
し
て
も
ら
い
度
い
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
私
も
五
〇
才
に
な
る
の
で
長
い
事
は
働
け
な
い

し
親
子
三
人
の
生
活
が
で
き
な
い
か
ら
せ
め
て
五
反
歩
位
の
耕
地
を
欲
し
い
と
言
う
の
が
現
在
の
私
の
心
境
で
す
。
七
、
相
手
方
で

は
田
一
町
五
反
畑
一
町
歩
耕
作
し
て
い
ま
す
か
ら
そ
れ
位
の
土
地
を
分
け
て
も
あ
ま
り
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
陳
述
し
た
の
で

小
職
は
調
停
成
立
の
意
味
を
説
明
し
其
の
効
力
に
つ
き
確
定
判
決
と
同
一
な
る
旨
申
し
聞
か
せ
て
説
得
し
た
が
今
直
ち
に
履
行
す
る
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旨
の
確
約
す
る
に
至
ら
ず
考
慮
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
」
以
上
の
如
く
相
続
登
記
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
っ
づ
い
て
い
た
模
様
で
あ

る
が
、
そ
の
内
容
及
び
結
果
に
つ
い
て
は
、
記
録
か
ら
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
（
１
）
　
本
件
は
、
Ｘ
の
申
立
の
実
情
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
年
に
婚
姻
し
子
女
七
人
の
あ
る
夫
が
、
二
七
年
に
他
女
（
戦
争
未
亡
人
）
と
親
し
く

　
　
　
　
　
な
り
遂
に
家
出
し
て
右
他
女
と
同
棲
し
、
三
六
年
ま
で
一
〇
年
近
く
か
か
る
同
棲
を
継
続
し
た
後
に
、
右
他
女
が
死
亡
し
た
た
め
、
妻

　
　
　
　
　
の
許
へ
帰
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
容
れ
ら
れ
な
い
た
め
に
、
再
婚
す
る
必
要
か
ら
妻
と
の
離
婚
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
、
仮
に

　
　
　
　
　
こ
れ
を
事
実
と
す
れ
ば
（
申
立
人
夫
自
身
自
ら
に
非
の
あ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
恐
ら
く
事
実
に
近
い
で
あ
ろ
う
）
、

　
　
　
　
　
講
学
上
「
有
責
配
偶
者
の
離
婚
請
求
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
あ
た
る
と
言
え
よ
う
。
裁
判
上
の
離
婚
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
の
判
例
は

　
　
　
　
　
周
知
の
如
く
、
双
方
有
責
で
し
か
も
被
告
に
主
た
る
責
任
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
有
責
配
偶
者
か
ら
の
離
婚
請
求
を
み
と
め
て
い

　
　
　
　
　
な
い
（
昭
和
二
九
年
一
一
月
五
日
最
高
裁
判
決
、
民
集
八
巻
一
一
号
二
〇
二
三
頁
ほ
か
多
く
の
判
決
が
あ
る
）
。
学
説
の
多
数
説
も
こ

　
　
　
　
　
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
（
我
妻
・
親
族
法
一
七
五
頁
以
下
参
照
）
。
こ
の
こ
と
と
、
わ
が
民
法
が
離
婚
に
つ
い
て
破

　
　
　
　
　
綻
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
現
実
に
財
産
分
与
に
多
く
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
や
、
実
さ
い
に

　
　
　
　
　
有
責
者
か
ら
の
離
婚
請
求
を
み
と
め
る
こ
と
は
追
い
出
し
離
婚
を
招
く
こ
と
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
社
会
的
な
道
徳
観
念

　
　
　
　
　
に
反
す
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
な
お
判
例
、
学
説
は
右
の
立
場
を
守
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
家
裁
に
お
け
る
調

　
　
　
　
　
停
で
は
、
必
ず
し
も
右
の
立
場
が
貫
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
従
来
屡
々
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告
は
未

　
　
　
　
　
だ
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
関
係
者
に
よ
っ
て
も
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
「
家
庭
裁
判
所
で
は
個
々
の
事
件
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
、
破
綻
の
程
度
が
非
常
に
強
い
と
い
う
場
合
に
は
、
有
責
配
偶
者
で
あ
る
夫
の
方
か
ら
申
し
立
て
で
も
妻
の
ほ
う
に
離
婚
を
す

　
　
　
　
　
す
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
〇
九
号
一
九
頁
「
家
庭
裁
判
所
一
五
年
の
歩
み
と
当
面
の
課
題
」
に
お
け
る
最
高
裁
判

　
　
　
　
　
所
家
庭
局
長
・
細
江
秀
雄
氏
の
発
言
）
本
件
の
場
合
は
、
妻
の
側
の
有
責
性
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
す
、
ま
た
妻
が
離
婚
に
反

　
　
　
　
　
対
し
た
か
否
か
、
さ
ら
に
調
停
の
過
程
で
審
判
官
や
調
停
委
員
が
ど
の
よ
う
な
態
度
に
出
た
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
結
果
と
し
て
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は
、
か
な
り
有
責
性
の
強
い
夫
か
ら
の
離
婚
申
立
に
つ
き
調
停
離
婚
が
成
立
し
た
。
妻
が
離
婚
に
反
対
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
審
判
官
や

　
　
　
　
　
調
停
委
員
の
態
度
如
何
が
か
な
り
問
題
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
仮
に
妻
も
離
婚
に
同
意
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
調
停
委
員
会

　
　
　
　
　
は
た
と
え
当
事
者
に
合
意
が
成
立
し
て
も
、
こ
れ
を
相
当
で
な
い
と
認
め
た
場
合
に
は
調
停
を
不
成
立
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
家
審

　
　
　
　
　
規
則
一
八
三
条
の
二
）
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
本
件
の
場
合
は
、
夫
が
家
出
し
て
他
女
と
一

　
　
　
　
　
〇
年
近
く
同
棲
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
破
綻
の
程
度
も
か
な
り
強
い
と
言
え
そ
う
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
夫
の
申
立
に
よ
れ
ば
、
夫
は
妻

　
　
　
　
　
の
許
に
帰
る
希
望
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
妻
が
そ
れ
を
容
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
妻
の
側
の
婚
姻
継
続
の
意
思
も
乏

　
　
　
　
　
し
い
と
言
え
そ
う
で
あ
り
、
仮
に
調
停
に
お
い
て
も
家
裁
は
国
家
規
範
な
い
し
裁
判
規
範
の
立
場
を
守
る
べ
し
と
考
え
て
も
、
具
体
的

　
　
　
　
　
に
は
、
離
婚
を
み
と
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
調
停
に
さ
い
し
て
裁
判
所
は
必
ず
し
も
実
体
法
に
拘
束
さ

　
　
　
　
　
れ
ず
、
む
し
ろ
調
停
独
自
の
立
場
で
妙
味
の
あ
る
解
決
を
図
る
こ
と
が
、
実
体
法
の
硬
直
性
を
救
う
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
れ
ば
、
本

　
　
　
　
　
件
の
解
決
も
一
層
妥
当
性
を
増
す
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
方
で
は
、
調
停
規
範
と
国
家
規
範
の
乖
離
と
い
う
現

　
　
　
　
　
象
を
是
認
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
、
具
体
的
に
当
事
者
の
態
度
・
破
綻
の
程
度
や
そ
の
他
の
事
情
及
び

　
　
　
　
　
調
停
の
経
過
を
仔
細
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
結
果
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
近
時
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
有
責
配
偶
者
か
ら
の
離
婚
請
求
を
み
と
め
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
判
例
や
多
数
説
の
立
場
そ
の
も
の
も
吟
味
の
余
地
が

　
　
　
　
　
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
〔
三
七
－
五
六
〕
　
夫
Ｘ
（
大
正
一
二
年
三
月
一
九
日
生
）
が
妻
Ｙ
（
大
正
一
一
年
一
月
二
九
日
生
）
を
相
手
方
と
し
て
、
三
七
年
八
月
二

五
日
、
調
停
を
申
立
て
た
。
一
回
の
調
停
（
九
月
一
七
日
）
を
経
て
、
第
二
回
期
日
（
一
〇
月
二
百
）
に
調
停
不
成
立
と
な
っ
た
。
本

件
で
は
Ｘ
に
代
理
人
と
し
て
弁
護
士
が
つ
い
て
い
る
。
Ｘ
の
申
立
書
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
第
十
二
図
の
一
、
二
、
三
、
四
の
様
式

に
よ
る
用
紙
に
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
但
し
申
立
の
理
由
の
詳
細
は
別
紙
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
の
申
立
趣
旨
は
、
「
申
立
人
と



相
手
方
は
離
婚
す
る
。
当
事
者
間
の
未
成
年
の
子
○
○
○
、
○
○
、
○
○
の
親
権
者
を
父
と
す
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
申
立

の
実
情
は
、
各
項
目
に
記
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
別
紙
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
順
次
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
「
１
、
結
婚

式
を
挙
げ
た
日
」
は
二
一
年
九
月
二
四
日
。
「
２
、
婚
姻
届
出
の
日
」
は
二
二
年
三
月
一
四
日
。
「
３
、
婚
姻
の
態
様
」
は
、
男
女
と

も
初
婚
で
あ
り
見
合
。
「
４
、
同
居
期
間
」
は
、
自
二
一
年
九
月
、
至
二
五
年
五
月
（
日
付
記
入
な
し
）
。
「
５
、
同
居
の
親
族
」
に
つ

い
て
は
記
入
な
し
。
「
６
、
学
歴
」
は
男
女
と
も
小
（
学
校
）
と
の
み
記
入
あ
り
。
「
７
、
職
業
（
月
収
・
資
産
）
」
に
は
記
入
な
し
（
た

だ
し
、
申
立
人
表
示
欄
に
申
立
人
は
写
真
業
、
相
手
方
の
欄
に
相
手
方
は
農
業
と
記
入
が
あ
る
）
。
「
８
、
子
の
有
無
」
に
つ
き
、
男
児
二
人
、

女
児
一
人
と
記
入
あ
り
。
「
９
、
別
居
後
の
子
の
監
護
者
」
は
、
男
児
二
人
、
女
児
一
人
と
も
申
立
人
。
「
1
0
、
申
立
の
理
由
」
は
、

性
格
相
違
、
異
常
性
格
、
そ
の
他
の
三
点
と
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
申
立
理
由
の
詳
細
は
別
紙
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
全
文

を
写
し
取
っ
て
お
こ
う
。
「
一
、
申
立
人
と
被
申
立
人
は
昭
和
二
一
年
九
月
結
婚
し
、
同
二
二
年
三
月
一
四
日
に
婚
姻
の
届
出
を
し

た
夫
婦
で
あ
る
。
二
、
申
立
人
は
被
申
立
人
と
知
人
の
紹
介
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
見
合
結
婚
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
交
渉
の
機
会
も
な

く
結
婚
生
活
に
入
っ
た
。
従
っ
て
被
申
立
人
が
、
申
立
人
と
は
と
う
て
い
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
性
格
の
持
主
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
結
婚
後
の
こ
と
で
あ
る
。
結
婚
当
時
、
申
立
人
は
茨
城
県
○
○
郡
Ｏ
Ｏ
町
に
あ
る
○
○
貨
物
自
動
車
会
社
に

修
理
工
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
被
申
立
人
は
自
宅
に
同
居
し
て
い
た
両
親
と
共
に
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
被
申
立
人
は
生
れ
つ
き
の
怠
惰
な
性
格
か
ら
か
、
真
面
目
に
仕
事
を
や
ら
ず
泥
だ
ら
け
の
ま
ま
で
放
置
し
て
お
く
と
い
う
あ
り
さ

ま
で
あ
っ
た
。
又
一
般
の
家
事
の
面
に
つ
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
無
責
任
な
態
度
が
あ
ら
わ
れ
た
。
両
親
ら
も
上
記
被
申
立
人
の
怠

惰
な
性
格
に
呆
れ
果
て
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
子
供
で
も
出
来
れ
ば
そ
れ
も
少
し
は
直
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
申
立
人
を
慰
め
て
来
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
七
年
七
月
長
女
○
○
○
が
出
生
し
た
後
も
全
く
そ
の
生
活
態
度
を
改
め
な
か
っ
た
。
三
、
申
立
人
は
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昭
和
二
五
年
五
月
頃
か
ら
将
来
の
生
活
設
計
を
考
え
上
京
、
勤
め
先
を
転
々
と
し
た
後
昭
和
二
六
年
三
月
か
ら
○
○
○
○
の
○
○
作

業
所
に
修
理
工
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
二
六
年
六
月
三
〇
日
被
申
立
人
は
、
突
然
前
記
長
女
の
○
○
○
と
昭
和
二

五
年
七
月
に
出
生
し
た
長
男
○
○
を
つ
れ
て
申
立
人
の
下
宿
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
が
○
○
○
は
可
成
の
発
熱
を
し
医
者
に
か
か
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
日
夜
八
時
頃
被
申
立
人
は
些
細
な
こ
と
に
腹
を
た
て
家
出
を
し
た
の
で
あ
る
。
医
者
の
診
断

に
よ
れ
ば
、
○
○
○
は
猖
紅
熱
と
い
う
こ
と
で
一
ヶ
月
の
入
院
を
要
す
る
大
病
に
か
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

重
大
な
時
期
に
、
被
申
立
人
は
無
責
任
に
も
家
出
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
申
立
人
は
大
い
に
腹
を
立
て
た
も
の
の
、
時
期
が

時
期
だ
け
に
姉
夫
婦
に
も
頼
ん
で
手
配
し
て
捜
査
中
、
一
一
時
頃
に
な
っ
て
一
度
帰
宅
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
っ
と
し
た
の
も
束
の

間
、
一
〇
分
位
し
て
又
家
を
と
び
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
も
申
立
人
等
が
あ
と
を
追
い
や
っ
と
連
れ
戻
し
た
の
で
あ

る
が
た
び
重
な
る
被
申
立
人
の
異
常
な
態
度
に
、
申
立
人
は
将
来
を
考
え
暗
胆
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
記
事
件
の
後
、
被
申
立

人
を
退
院
し
た
子
供
と
共
に
自
宅
に
帰
し
た
の
で
あ
る
が
同
年
九
月
頃
に
は
さ
し
た
る
原
因
も
な
く
又
家
出
を
す
る
と
い
う
事
件
を

ひ
き
起
し
た
。
こ
の
と
き
は
知
人
が
、
被
申
立
人
が
一
人
で
山
中
佇
ん
で
い
る
の
を
発
見
さ
れ
自
宅
に
送
り
届
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
例
が
示
す
よ
う
に
、
事
が
あ
る
と
全
て
を
自
己
本
位
に
考
え
時
に
は
家
出
ま
で
す
る
と
い
う
被
申
立
人
の
異
常
な
性
格
に
申
立

人
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
離
婚
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
被
申
立
人
は
昭
和
二
七
年
七
月
頃
か
ら
結
核
性
関
節
炎

腹
膜
炎
に
な
り
入
院
し
、
そ
の
後
長
期
自
宅
療
養
を
す
る
身
と
な
っ
た
の
で
、
申
立
人
も
一
度
は
心
に
き
め
た
離
婚
を
ひ
と
ま
ず
思

い
止
り
、
上
記
長
期
の
療
養
に
よ
り
家
族
に
心
配
を
か
け
た
こ
と
で
、
被
申
立
人
が
心
を
入
れ
か
え
は
し
な
い
か
と
様
子
を
見
て
来

た
の
で
あ
る
。
四
、
昭
和
二
九
年
一
二
月
、
申
立
人
は
胸
背
推
突
起
骨
折
の
怪
我
を
し
て
入
院
、
翌
三
〇
年
四
月
迄
療
養
生
活
を
続

け
た
が
、
退
院
後
も
重
労
働
が
で
き
な
い
身
と
な
っ
た
の
で
、
再
出
発
を
考
え
前
記
会
社
を
退
職
、
東
京
都
○
○
区
○
○
○
○
で
小
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規
模
の
写
真
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
二
年
秋
被
申
立
人
が
些
細
な
こ
と
か
ら
腹
を
立
て
薬
を
の
ん
で
自
殺

を
す
る
真
似
を
し
て
家
族
の
も
の
を
驚
か
す
と
い
う
事
件
等
が
起
り
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
か
っ
た
。
五
、
昭
和
三
三
年
一
月
少
し
の

反
省
も
示
さ
ず
、
全
て
物
事
を
自
己
本
位
に
考
え
、
あ
ま
り
に
も
自
分
勝
手
な
行
動
ば
か
り
と
っ
て
い
る
被
申
立
人
に
対
し
、
申
立

人
は
つ
い
に
離
婚
を
決
意
、
こ
れ
を
被
申
立
人
に
伝
え
た
。
こ
の
時
は
実
家
の
分
家
先
に
あ
た
る
○
○
○
○
○
氏
の
仲
介
に
よ
り
、

一
ま
ず
今
度
何
か
事
件
が
起
る
迄
は
思
い
止
る
と
い
う
結
果
に
お
わ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
何
か
と
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
え
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
同
年
五
月
頃
に
は
、
性
生
活
の
問
題
で
夫
婦
喧
嘩
を
し
、
被
申
立
人
の
義
理
の
兄
と
称
す
る
○
○
某
が
申
立
人
宅
へ

怒
鳴
り
込
む
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
又
八
月
頃
に
は
別
居
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
端
を
発
し
、
被
申
立
人
は
申
立
人
に
女
が
い

る
と
か
あ
ら
ぬ
疑
を
か
け
た
の
が
原
因
で
争
い
が
あ
っ
た
。
六
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
申
立
人
、
被
申
立
人
間
の
生
活
は
完
全

に
破
綻
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
三
六
年
三
月
い
申
立
人
、
被
申
立
人
両
名
を
は
じ
め
母
親
、
兄
弟
等
全
員
が
参
集
し
て
善

後
策
を
協
議
し
、
被
申
立
人
に
対
し
、
親
の
世
語
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
衣
類
の
手
入
れ
農
機
具
の
手
入
れ
、
食
器
戸
棚
の
洗
拭
き
等

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
、
な
ど
の
約
束
さ
せ
、
も
し
約
束
が
守
れ
な
い
よ
う
な
ら
ば
離
婚
す
る
と
い
う
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
っ
た
。
と

こ
ろ
が
そ
の
後
も
被
申
立
人
の
態
度
に
は
特
別
の
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
も
は
や
申
立
人
は
、
被
申
立
人
と
の
間
に
法
律
の
鎖
に
よ

っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
名
目
上
の
婚
姻
生
活
を
継
続
し
て
る
こ
と
は
申
立
人
に
と
っ
て
堪
え
ら
れ
な
い
苦
痛
で
あ
る
。

新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
期
し
、
本
調
停
申
立
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
」

　
九
月
一
七
日
の
第
一
回
調
停
期
日
に
つ
き
、
経
過
表
は
、
「
申
立
人
は
申
立
書
通
り
陳
述
、
相
手
方
は
別
れ
る
こ
と
に
反
対
。
双

方
に
調
停
を
試
み
た
が
成
立
に
至
ら
な
い
の
で
続
行
。
次
回
期
日
告
知
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
回
期
日
一
〇
月
一

二
日
、
調
停
不
成
立
と
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
未
完
〕


